
 

 

 

 
令和６年度 在宅療養支援診療所等調査 

結果概要 
 

１ 調査の目的 

 ・本県の在宅医療の現状等を把握し、在宅医療にかかる連携体制構築の進捗状況の評価を行う。 

・過去の調査結果と比較し、課題を分析することで、保健医療計画及び在宅医療の推進に反映させる。 

 

２ 調査方法 

  調査票を郵送し、郵送もしくはオンラインで回答を回収 

 

３ 調査実施日 

  令和６年７月 19 日 

 

４ 調査対象と回収率 

  令和６年７月１日時点において、「在宅療養支援診療所」（以下「在支診」と言う。）、「在宅療養支援

病院」（以下「在支病」と言う。）、「在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料」（以下

「在医総管」と言う。）の届出を九州厚生局に行っている県内の医療機関を対象とした。 

 

調査対象 調査対象数（A） 回収数（B） 回収率（B/A） 

在宅療養支援診療所 779 762 97.8％ 

 （うち）在宅療養支援診療所１ 16 16 100.0％ 

 （うち）在宅療養支援診療所２ 123 117 95.1％ 

 （うち）在宅療養支援診療所３ 640 629 98.3％ 

在宅療養支援病院 125 124 99.2％ 

 （うち）在宅療養支援病院１ 14 14 100.0％ 

 （うち）在宅療養支援病院２ 20 20 100.0％ 

 （うち）在宅療養支援病院３ 91 90 98.9％ 

在宅時医学総合管理料及び 

施設入居時等医学総合管理料届出施設（※） 
458 430 93.9％ 

 （うち）診療所 426 402 94.4％ 

（うち）病院 32 28 87.5％ 

合計 1,362 1,316 96.6％ 

※県内の在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設のうち、在宅療養支援診療所・在

宅療養支援病院の届出を行っていない施設 

 

５ 推計方法 

  本調査においては、「医師数」「訪問診療患者数」「看取り患者数」について推計値を算出している。

推計方法については、まず届出毎に「在支診１」「在支診２」「在支診３」「在支病１」「在支病２」「在 

支病３」「在医総管（診療所）」「在医総管（病院）」の 8 つに分け、それぞれ「医師数」「訪問診療患者 

数」「看取り患者数」を算出し、届出毎の回収率で割り戻しを行った。 



 

 

 

６ 集計表の種類 

  1－1 二次医療圏別の概況（在支診・在支病・在医総管） 

  1－2 二次医療圏別の概況（在支診） 

  1－3 二次医療圏別の概況（在支病） 

  1－4 二次医療圏別の概況（在医総管） 
 

  2   届出別の比較（在支診・在支病・在医総管） 
 

  3   前年度調査との比較（在支診・在支病・在医総管） 
 

4－1 現行保健医療計画策定時との比較（二次医療圏別の概況）人口と面積に対する医療機関数 

4―2 現行保健医療計画策定時との比較（二次医療圏別の概況）人口に対する患者数 
 

5   各設問の集計結果（実数） 

 

※機能強化型在支診・在支病（単独型 1、連携型２）の施設基準は別紙参考資料のとおり 

 

７ 集計結果 

 （１）今回調査の概況 

【主な項目の集計結果】 

（ⅰ）医師数（推計値） 

在支診・在支病・在医総管の医師数（全数推計）は 1,965 人であり、1 医療機関あたり 

平均 1.4 人である。〖1-1、3 参照〗 

（ⅱ）訪問診療患者数（推計値） 

在支診・在支病・在医総管全体の 1 か月間の訪問診療患者数（全数推計）は 51,201 人であ

り、1 医療機関あたり平均 37.6 人、医師 1 人あたり平均 26.1 人である。〖1-1、3 参照〗 

（ⅲ）在宅看取り患者数（推計値） 

在支診・在支病・在医総管全体の 1 年間の在宅看取り患者数（全数推計）は 8,174 人であ

り、1 医療機関あたり平均 6 人、医師 1 人あたり平均 4.2 人である。〖1-1、3 参照〗 

 

   【二次保健医療圏による比較】 

   （ⅰ）医療機関数 

     ・在支診・在支病・在医総管全体の医療機関数を圏域内人口比率（対 10 万人）で比較する

と、最多が朝倉 保健医療圏の 42.2 ヶ所、最少が筑紫 保健医療圏の 15.1 ヶ所で、差は約

2.8 倍である。〖1-1 参照〗 

     ・在支診・在支病・在医総管全体の医療機関数を圏域内 65 歳以上人口比率（対 1 万人）で

比較すると、最多が朝倉 保健医療圏の 12.5 ヶ所、最少が筑紫 保健医療圏及び京築 保健

医療圏の 6.1 ヶ所で、差は約 2.0 倍である。〖4-1 参照〗 

（ⅱ）医師数（推計値） 

・在支診・在支病・在医総管全体の医師数を圏域内人口比率（対 10 万人）で比較すると、

最多が朝倉 保健医療圏の 58.1 人、最少が筑紫 保健医療圏の 22.3 人で、差は約 2.6 倍で

ある。〖1-1 参照〗 

・在支診・在支病・在医総管全体の医師数を圏域内 65 歳以上人口比率（対 1 万人）で比較

すると、最多が朝倉 保健医療圏の 17.1 人、最少が田川 保健医療圏の 8.5 人で、差は約 2



 

 

 

倍である。〖4-2 参照〗 

（ⅲ）訪問診療患者数（推計値） 

・在支診・在支病・在医総管全体の 1 ヶ月間の訪問診療患者数を圏域内人口比率（対 10 万

人）で比較すると、最多が福岡・糸島 保健医療圏の 1,279.4 人、最少が粕屋 保健医療圏

の 378.8 人で、差は約 3.4 倍である。〖1-1 参照〗 

・在支診・在支病・在医総管全体の 1 ヶ月間の訪問診療患者数を圏域内 65 歳以上人口比率

（対 1 万人）で比較すると、最多が福岡・糸島 保健医療圏の 562 人、最少が粕屋 保健医

療圏の 155 人で、差は約 3.6 倍である。〖4-2 参照〗 

（ⅳ）在宅看取り患者数（推計値） 

・在支診・在支病・在医総管全体の 1 年間の在宅看取り患者数を圏域内人口比率（対 10 万

人）で比較すると、最多が八女・筑後 保健医療圏の 278.1 人、最少が田川 保健医療圏の

67.6 人で、差は約 4.1 倍である。〖1-1 参照〗 

・在支診・在支病・在医総管全体の 1 年間の在宅看取り患者数を圏域内 65 歳以上人口比率

（対 1 万人）で比較すると、最多が八女・筑後 保健医療圏の 86 人、最少が田川 保健医

療圏の 18 人で、差は約 4.8 倍である。〖4-2 参照〗 

 

【届出区分による比較】 

（ⅰ）訪問診療患者数 

・1 医療機関あたりの 1 か月間における訪問診療患者数について比較すると、回答のあった在

支診（762 ヶ所）の平均は 52.2 人、回答のあった在支病（124 ヶ所）の平均は 57.8 人、回

答のあった在医総管（430 ヶ所）の平均は 6.4 人である。〖2 参照〗 

   （ⅱ）在宅看取り患者数 

・1 医療機関あたりの 1 年間における在宅看取り患者数について比較すると、回答のあった在

支診（762 ヶ所）の平均は 8.4 人、回答のあった在支病（124 ヶ所）の平均は 9.7 人、回答

のあった在医総管（430 ヶ所）の平均は 0.8 人である。〖2 参照〗 

 

 

（２）前回調査（令和 5 年度調査）との比較 

（ⅰ）医療機関数 

在支診は 26 ヶ所増加、在支病は 16 ヶ所増加、それ以外の在医総管は 9 ヶ所減少している。

〖3 参照〗 

 

（ⅱ）強化型在支診・強化型在支病の数 

・在支診 1 が 2 ヶ所増加、在支診 2 は 22 ヶ所増加している。 

・在支病 1 は 2 ヶ所増加、在支病 2 は 1 ヶ所減少している。〖3 参照〗 

 

   （ⅲ）医師数（推計値） 

     在支診・在支病・在医総管全体の医師数（全数推計）は、前回調査では 1,888 人、今回調査で

は 1,965 人であり、77 人増加している。〖3 参照〗 

 

 



 

 

 

（ⅳ）訪問診療患者数（推計値） 

在支診・在支病・在医総管全体の 1 ヶ月間の訪問診療患者数は、前回調査では 45,422 人、 

今回調査では 51,201 人であり 5,779 人増加している。〖3 参照〗 

 

   （ⅴ）在宅看取り患者数（推計値） 

在支診・在支病・在医総管全体の 1 年間の在宅看取り患者数は、前回調査では 8,284 人、 

今回調査では 8,174 人であり、110 人減少している。〖3 参照〗   



令和 6 年度在支診等調査結果

１－１　二次保健医療圏別の概況

＜在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院・在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

医療

機関数

圏域内

人口比率

（対10万人）

医師数
医師数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

訪問診療

患者数

訪問診療

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

看取り

患者数

看取り

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

福岡・糸島 1,697,752 421 24.8 630 654 38.5 20,853 21,721 1279.4 2,479 2,584 152.2 403 95.7%

粕屋 294,610 49 16.6 67 67 22.8 1,113 1,116 378.8 208 210 71.3 48 98.0%

宗像 165,858 36 21.7 50 53 32.0 1,445 1,450 874.2 253 254 153.1 34 94.4%

筑紫 443,146 67 15.1 95 99 22.3 3,005 3,143 709.3 446 475 107.2 64 95.5%

朝倉 82,853 35 42.2 48 48 58.1 518 518 625.2 75 75 90.5 35 100.0%

久留米 450,391 161 35.7 216 221 49.0 3,755 3,897 865.2 883 918 203.9 158 98.1%

八女・筑後 128,614 44 34.2 58 60 46.5 829 834 648.4 357 358 278.1 42 95.5%

有明 203,872 71 34.8 115 115 56.6 1,706 1,713 840.0 282 283 138.7 70 98.6%

飯塚 172,764 42 24.3 67 69 40.1 1,877 1,895 1096.8 455 457 264.5 40 95.2%

直方・鞍手 103,718 34 32.8 37 37 35.8 1,180 1,180 1137.7 147 147 141.7 34 100.0%

田川 116,886 30 25.7 37 37 31.9 1,117 1,117 955.6 79 79 67.6 30 100.0%

北九州 1,051,843 336 31.9 436 449 42.7 11,279 11,583 1101.2 1,996 2,056 195.5 322 95.8%

京築 183,072 36 19.7 56 56 30.3 1,035 1,035 565.4 278 278 151.9 36 100.0%

福岡県 5,095,379 1,362 26.7 1,912 1,965 38.6 49,712 51,201 1004.9 7,938 8,174 160.4 1,316 96.6%

※５）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※４）「圏域内人口比率」は、全数推計値の、対１０万人を示したものです。

※３）「全数推計」は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。

二次

保健医療圏
人口

医療機関数 医師数（常勤換算） 訪問診療患者数（1か月間） 在宅看取り患者数（1年間）

回収数 回収率

※２）「医療機関数」は、九州厚生局に 在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出を行っている施設数を指します。(R6.7 現在）

※１）「人口」は、「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。



令和 6 年度在支診等調査結果

１－２　二次保健医療圏別の概況

＜在宅療養支援診療所＞

医療

機関数

圏域内

人口比率

（対10万人）

医師数
医師数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

訪問診療

患者数

訪問診療

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

看取り

患者数

看取り

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

福岡・糸島 1,697,752 253 14.9 419 435 25.6 18,441 19,257 1134.3 2,224 2,327 137.1 244 96.4%

粕屋 294,610 28 9.5 32 32 11.0 753 753 255.6 79 79 26.8 28 100.0%

宗像 165,858 19 11.5 32 32 19.5 1,213 1,213 731.3 246 246 148.3 19 100.0%

筑紫 443,146 38 8.6 52 55 12.3 2,049 2,183 492.5 362 391 88.2 36 94.7%

朝倉 82,853 30 36.2 39 39 47.2 432 432 521.4 74 74 89.3 30 100.0%

久留米 450,391 80 17.8 106 109 24.2 2,969 3,096 687.3 761 793 176.2 78 97.5%

八女・筑後 128,614 28 21.8 33 33 25.9 386 386 300.1 117 117 91.0 28 100.0%

有明 203,872 38 18.6 65 65 31.7 1,202 1,202 589.6 230 230 112.8 38 100.0%

飯塚 172,764 23 13.3 35 35 20.4 829 829 479.8 244 244 141.2 23 100.0%

直方・鞍手 103,718 16 15.4 19 19 18.4 617 617 594.9 100 100 96.4 16 100.0%

田川 116,886 16 13.7 20 20 17.2 841 841 719.5 57 57 48.8 16 100.0%

北九州 1,051,843 188 17.9 249 254 24.2 9,244 9,490 902.2 1669 1,718 163.3 184 97.9%

京築 183,072 22 12.0 31 31 17.0 811 811 443.0 231 231 126.2 22 100.0%

福岡県 5,095,379 779 15.3 1,133 1,161 22.8 39,787 41,109 806.8 6,394 6,607 129.7 762 97.8%

※５）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※４）「圏域内人口比率」は、全数推計値の、対１０万人を示したものです。

二次

保健医療圏
人口

医療機関数 医師数（常勤換算） 訪問診療患者数（1か月間） 在宅看取り患者数（1年間）

回収数 回収率

※１）「人口」は、「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。

※２）「医療機関数」は、九州厚生局に 在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出を行っている施設数を指します。(R6.7 現在）

※３）「全数推計」は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。



令和 6 年度在支診等調査結果

１－３　二次保健医療圏別の概況

＜在宅療養支援病院＞

医療

機関数

圏域内

人口比率

（対10万人）

医師数
医師数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

訪問診療

患者数

訪問診療

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

看取り

患者数

看取り

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

福岡・糸島 1,697,752 35 2.1 114 114 6.7 1,736 1,736 102.3 225 225 13.3 35 100.0%

粕屋 294,610 8 2.7 26 26 8.9 323 323 109.6 105 105 35.6 8 100.0%

宗像 165,858 4 2.4 9 9 5.2 182 182 109.7 6 6 3.6 4 100.0%

筑紫 443,146 9 2.0 31 31 6.9 867 867 195.6 84 84 19.0 9 100.0%

朝倉 82,853 2 2.4 6 6 7.2 81 81 97.8 1 1 1.2 2 100.0%

久留米 450,391 16 3.6 41 43 9.6 345 360 80.0 75 78 17.2 15 93.8%

八女・筑後 128,614 2 1.6 14 14 10.8 401 401 311.8 236 236 183.5 2 100.0%

有明 203,872 6 2.9 21 21 10.2 316 316 155.0 34 34 16.7 6 100.0%

飯塚 172,764 4 2.3 21 21 12.1 965 965 558.6 188 188 108.8 4 100.0%

直方・鞍手 103,718 3 2.9 7 7 6.9 333 333 321.1 24 24 23.1 3 100.0%

田川 116,886 4 3.4 9 9 7.7 111 111 95.0 6 6 5.1 4 100.0%

北九州 1,051,843 27 2.6 103 103 9.8 1,388 1,388 132.0 191 191 18.2 27 100.0%

京築 183,072 5 2.7 17 17 9.5 124 124 67.7 28 28 15.3 5 100.0%

福岡県 5,095,379 125 2.5 419 421 8.3 7,172 7,187 141.1 1,203 1,206 23.7 124 99.2%

※５）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※４）「圏域内人口比率」は、全数推計値の、対１０万人を示したものです。

二次

保健医療圏
人口

医療機関数 医師数（常勤換算） 訪問診療患者数（1か月間） 在宅看取り患者数（1年間）

回収数 回収率

※１）「人口」は、「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。

※２）「医療機関数」は、九州厚生局に 在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出を行っている施設数を指します。(R6.7 現在）

※３）「全数推計」は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。



令和 6

１－４　二次保健医療圏別の概況

＜在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

医療

機関数

圏域内

人口比率

（対10万人）

医師数
医師数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

訪問診療

患者数

訪問診療

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

看取り

患者数

看取り

患者数

（全数推計）

圏域内

人口比率

（対10万人）

福岡・糸島 1,697,752 133 7.8 97 105 6.2 676 728 42.9 30 32 1.9 124 93.2%

粕屋 294,610 13 4.4 8 9 2.9 37 40 13.5 24 26 8.9 12 92.3%

宗像 165,858 13 7.8 9 12 7.2 50 55 33.2 1 2 1.2 11 84.6%

筑紫 443,146 20 4.5 13 14 3.1 89 94 21.1 0 0 0.0 19 95.0%

朝倉 82,853 3 3.6 3 3 3.6 5 5 6.0 0 0 0.0 3 100.0%

久留米 450,391 65 14.4 69 69 15.3 441 441 97.9 47 47 10.4 65 100.0%

八女・筑後 128,614 14 10.9 11 13 9.8 42 47 36.5 4 5 3.7 12 85.7%

有明 203,872 27 13.2 29 30 14.7 188 195 95.4 18 19 9.2 26 96.3%

飯塚 172,764 15 8.7 11 13 7.6 83 101 58.4 23 25 14.4 13 86.7%

直方・鞍手 103,718 15 14.5 11 11 10.4 230 230 221.8 23 23 22.2 15 100.0%

田川 116,886 10 8.6 8 8 7.0 165 165 141.2 16 16 13.7 10 100.0%

北九州 1,051,843 121 11.5 84 92 8.7 647 705 67.1 136 148 14.0 111 91.7%

京築 183,072 9 4.9 7 7 3.8 100 100 54.6 19 19 10.4 9 100.0%

福岡県 5,095,379 458 9.0 360 384 7.5 2,753 2,905 57.0 341 361 7.1 430 93.9%

年度在支診等調査結果

二次

保健医療圏
人口

医療機関数 医師数（常勤換算） 訪問診療患者数（1か月間） 在宅看取り患者数（1年間）

回収数 回収率

※５）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※１）「人口」は、「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。

※２）「医療機関数」は、九州厚生局に 在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出を行っている施設数を指します。(R6.7 現在）

※３）「全数推計」は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。

※４）「圏域内人口比率」は、全数推計値の、対１０万人を示したものです。
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２　届出別の比較

＜在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

調査対象数 779 施設 57.2 ％ 125 施設 9.2 ％ 458 施設 33.6 ％ 1,362 施設 100.0 ％

　　 

病床有 110 施設 14.1 ％ 125 施設 100.0 ％ 76 施設 16.6 ％ 311 施設 22.8 ％

病床無 669 施設 85.9 ％ 0 施設 0.0 ％ 382 施設 83.4 ％ 1,051 施設 77.2 ％

回答回収数 762 施設 97.8 ％ 124 施設 99.2 ％ 430 施設 93.9 ％ 1,316 施設 96.6 ％

医療体制 762 施設中 124 施設中 430 施設中 1,316 施設中

医師 １人体制 442 施設 58.0 ％ 16 施設 12.9 ％ 226 施設 52.6 ％ 684 施設 52.0 ％

医師複数体制 303 施設 39.8 ％ 104 施設 83.9 ％ 66 施設 15.3 ％ 473 施設 35.9 ％

その他 17 施設 2.2 ％ 4 施設 3.2 ％ 138 施設 32.1 ％ 159 施設 12.1 ％

医師数 762 施設で 1,133 人 124 施設で 419 人 430 施設で 360 人 1,316 施設で 1,912 人

医療機関１施設あたり 平均 1.5 人 平均 3.4 人 平均 0.8 人 平均 1.5 人

762 施設で 39,787 人 124 施設で 7,172 人 430 施設で 2,753 人 1,316 施設で 49,712 人

医療機関１施設あたり 平均 52.2 人 平均 57.8 人 平均 6.4 人 平均 37.8 人

医師１人あたり 平均 35.1 人 平均 17.1 人 平均 7.6 人 平均 26.0 人

762 施設で 6,394 人 124 施設で 1,203 人 430 施設で 341 人 1,316 施設で 7,938 人

医療機関１施設あたり 平均 8.4 人 平均 9.7 人 平均 0.8 人 平均 6.0 人

医師１人あたり 平均 5.6 人 平均 2.9 人 平均 0.9 人 平均 4.2 人

※「医療体制」は、医師数（常勤換算）が1人の医療機関を「医師1人体制」、1人より多い医療機関を「医師複数体制」、1人未満の医療機関を「その他」とした。

※「医師数」は常勤換算数を使用しているため、端数処理の関係で、合計と内訳が一致しない場合がある。

※「在医総管」は、県内の在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設のうち、在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院の届出を行っていない施設

在宅看取り患者数（1年間）

在支診 在支病 在医総管 全体数

【在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設の状況】

訪問診療患者数（1ヶ月）
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３　前年度調査との比較

＜在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

調査対象数 1,329 施設 100.0 ％ 1,362 施設 100.0 ％ 33 施設 増

在宅療養支援診療所 753 施設 56.7 ％ 779 施設 57.2 ％ 26 施設 増

　機能強化型【単独型】（在支診1） 14 施設 1.1 ％ 16 施設 1.2 ％ 2 施設 増

　機能強化型【連携型】（在支診2） 101 施設 7.6 ％ 123 施設 9.0 ％ 22 施設 増

在宅療養支援病院 109 施設 8.2 ％ 125 施設 9.2 ％ 16 施設 増

　機能強化型【単独型】（在支病1） 12 施設 0.9 ％ 14 施設 1.0 ％ 2 施設 増

　機能強化型【連携型】（在支病2） 21 施設 1.6 ％ 20 施設 1.5 ％ 1 施設 減

 在宅時医学総合管理料及び

 施設入居時等医学総合管理料届出施設（※３）
467 施設 35.1 ％ 458 施設 33.6 ％ 9 施設 減

病床の有無

 有床 309 施設 23.3 ％ 311 施設 22.8 ％ 2 施設 増

 無床 1020 施設 76.7 ％ 1,051 施設 77.2 ％ 31 施設 増

回答回収数（率） 1,261 施設 94.9 ％ 1,316 施設 96.6 ％ 55 施設 増

医療体制 1,261 施設中 1,316 施設中

医師１人体制 665 施設 52.7 ％ 684 施設 52.0 ％ 19 施設 増

医師複数体制 443 施設 35.1 ％ 473 施設 35.9 ％ 30 施設 増

その他 153 施設 12.1 ％ 159 施設 12.1 ％ 6 施設 増

医師数（推計値） 1,329 施設で 1,888 人 1,362 施設で 1,965 人 77 人 増

医療機関１施設あたり 平均 1.4 人 平均 1.4 人 0.0 人 増

1,329 施設で 45,422 人 1,362 施設で 51,201 人 5,779 人 増

医療機関１施設あたり 平均 34.2 人 平均 37.6 人 3.4 人 増

医師１人あたり 平均 24.1 人 平均 26.1 人 2.0 人 増

1,329 施設で 8,284 人 1,362 施設で 8,174 人 110 人 減

医療機関１施設あたり 平均 6.2 人 平均 6.0 人 0.2 人 減

医師１人あたり 平均 4.4 人 平均 4.2 人 0.2 人 減

※３）県内の在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設のうち、在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院の届出を行っていない施設

増 減

年度在支診等調査結果

令和 5年 令和 6 年 増 減

※２）「医師数」は常勤換算数を使用しているため、端数処理の関係で、合計と内訳が一致しない場合がある。

訪問診療患者（1ヶ月）（推計値）

在宅看取り患者数（1年間）（推計値）

※１）「医療体制」は、医師数（常勤換算）が1人の医療機関を「医師1人体制」、1人より多い医療機関を「医師複数体制」、1人未満の医療機関を「その他」とした。
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4ー1　現行保健医療計画策定時との比較（二次保健医療圏別の概況）６５歳以上人口と面積に対する医療機関数

＜在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院・在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

福岡・糸島 382,315 386,666 4351 350.21 350.22 401 421 20 10.5 10.9 0.4 114.5 120.2 5.7

粕屋 71,386 71,941 555 111.03 111.03 50 49 -1 7.0 6.8 -0.2 45.0 44.1 -0.9

宗像 48,287 48,578 291 108.45 108.45 32 36 4 6.6 7.4 0.8 29.5 33.2 3.7

筑紫 108,734 109,892 1158 113.32 113.32 69 67 -2 6.3 6.1 -0.2 60.9 59.1 -1.8

朝倉 28,162 28,110 -52 164.99 164.99 37 35 -2 13.1 12.5 -0.6 22.4 21.2 -1.2

久留米 131,229 131,449 220 371.29 371.29 160 161 1 12.2 12.2 0.0 43.1 43.4 0.3

八女・筑後 41,523 41,542 19 233.51 233.51 45 44 -1 10.8 10.6 -0.2 19.3 18.8 -0.5

有明 76,287 75,784 -503 225.42 225.42 73 71 -2 9.6 9.4 -0.2 32.4 31.5 -0.9

飯塚 59,367 59,237 -130 176.83 176.83 40 42 2 6.7 7.1 0.4 22.6 23.8 1.2

直方・鞍手 36,991 36,837 -154 130.75 130.75 35 34 -1 9.5 9.2 -0.3 26.8 26.0 -0.8

田川 44,196 43,847 -349 143.61 143.61 28 30 2 6.3 6.8 0.5 19.5 20.9 1.4

北九州 336,257 335,150 -1107 371.98 372.75 323 336 13 9.6 10.0 0.4 86.8 90.1 3.3

京築 59,271 59,331 60 262.34 262.34 36 36 0 6.1 6.1 0.0 13.7 13.7 0.0

福岡県 1,424,005 1,428,364 4,359 2,763.73 2,764.51 1,329 1,362 33 9.3 9.5 0.2 48.1 49.3 1.2

※１）「医療機関数」は、在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出施設数です（R6.7現在、九州厚生局への届出数）。

※２）「人口」は、「住民基本台帳（H29.1.1現在）」「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。

※３）「面積」は「統計でみる市区町村のすがた2017」「統計でみる市区町村のすがた2024」によるものです。

※４）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※５）全数推計は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。

二次

保健医療圏

65歳以上人口
面積

（ｋ㎡）

医療機関数

医療機関数
医療機関数

（65歳以上人口1万人あたり）

医療機関数

（可住地面積100k㎡あたり）
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４ー２　現行保健医療計画策定時との比較（二次保健医療圏別の概況）６５歳以上人口に対する患者数

＜在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院・在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設＞

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

計画策定時

（R5）
R6 増減

福岡・糸島 595 654 58 15.6 16.9 1.3 18,145 21,721 3,576 475 562 87 2,489 2,584 95 65 67 2

粕屋 70 67 -3 9.8 9.3 -0.5 1,170 1,116 -54 164 155 -9 256 210 -46 36 29 -7

宗像 43 53 10 8.9 10.9 2.0 1,421 1,450 29 294 299 4 272 254 -18 56 52 -4

筑紫 121 99 -23 11.2 9.0 -2.2 2,799 3,143 344 257 286 29 425 475 50 39 43 4

朝倉 49 48 -1 17.5 17.1 -0.4 571 518 -53 203 184 -19 79 75 -4 28 27 -1

久留米 198 221 22 15.1 16.8 1.7 3,697 3,897 200 282 296 15 939 918 -21 72 70 -2

八女・筑後 68 60 -8 16.4 14.4 -2.0 805 834 29 194 201 7 321 358 36 77 86 9

有明 107 115 9 14.0 15.2 1.2 1,621 1,713 92 212 226 14 327 283 -44 43 37 -6

飯塚 68 69 1 11.5 11.7 0.2 1,808 1,895 87 305 320 15 486 457 -29 82 77 -5

直方・鞍手 43 37 -6 11.6 10.1 -1.5 1,360 1,180 -180 368 320 -48 191 147 -44 52 40 -12

田川 35 37 2 7.9 8.5 0.6 941 1,117 176 213 255 42 76 79 3 17 18 1

北九州 438 449 11 13.0 13.4 0.4 10,274 11,583 1,309 306 346 40 2,088 2,056 -32 62 61 -1

京築 52 56 4 8.8 9.4 0.6 810 1,035 225 137 174 38 336 278 -58 57 47 -10

福岡県 1,888 1,965 77 13.3 13.8 0.5 45,422 51,201 5,779 319 359 40 8,284 8,174 -110 58 57 -1

※１）「医療機関数」は、在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院、在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料の届出施設数です（R6.7現在、九州厚生局への届出数）。

※２）「人口」は、「住民基本台帳（H29.1.1現在）」「住民基本台帳（R6.1.1現在）」によるものです。

※３）「面積」は「統計でみる市区町村のすがた2017」「統計でみる市区町村のすがた2024」によるものです。

※４）「福岡県」の行は、端数処理の関係で、二次保健医療圏別の数値の合計と合わない場合があります。

※５）全数推計は、二次保健医療圏・届出名称ごとに回収率を算定し、実数値を割り戻し、合計したものです。

二次

保健医療圏

医師数 訪問診療患者数 看取り患者数

医師数（推計値）
医師数

（65歳以上人口1万人対）
訪問診療患者数（推計値）

訪問診療患者数

（65歳以上人口1万人対）
看取り患者数（推計値）

看取り患者数

（65歳以上人口1万人対）



５　令和6年度 設問など集計結果（実数）

単位：施設

在医総管 在支診 在支病 合計

458 779 125 1,362

430 762 124 1,316

93.9% 97.8% 99.2% 96.6%

単位：施設

在医総管 在支診 在支病 合計

76 110 125 311

382 669 0 1,051

単位：施設

在医総管 在支診 在支病 合計

232 602 96 930

13 39 6 58

9 20 4 33

4 22 5 31

9 20 2 31

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

360 1,133 419 1,912

29歳以下 3 27 5 35

30～39歳 30 219 79 328

40～49歳 51 331 116 498

50～59歳 103 324 125 552

60～69歳 129 356 114 599

70歳以上 95 264 58 417

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

2,753 39,787 7,172 49,712

訪問診療料１ 2,351 37,331 6,619 46,301

訪問診療料２ 229 941 247 1,417

173 1,515 306 1,994

単位：施設

在医総管 在支診 在支病 合計

4 47 3 54

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

47 509 21 577

0歳～4歳 10 97 7 114

5歳～9歳 13 134 8 155

10歳～14歳 15 143 2 160

15歳～19歳 9 135 4 148

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

826 12,064 1,751 14,641

1,892 26,826 5,182 33,900

35 897 239 1,171

在医総管 在支診 在支病 合計

341 6,394 1,203 7,938

135 4,941 848 5,924

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

76 2,983 672 3,731

116 2,711 387 3,214

149 700 144 993

※「在医総管」は、県内の在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出施設のうち、在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院

   の届出を行っていない施設

消化器科

医療機関数・回収数・回収率

医療機関数

回収数

回収率

医療機関数（病床の有無別）

有床

無床

主たる診療科別 医療機関数（上位 5）

内科

外科

循環器科

訪問診療の算定を行った19歳以下の患者数

整形外科

医師数

医師数 （常勤換算値）

年齢別医師数 （実人数）

訪問診療患者数（R6年7月の1か月間）

訪問診療の算定を行った患者数

訪問診療料（Ⅰ）

訪問診療料（Ⅱ）

19歳以下の訪問診療実施医療機関数

医療機関数

19歳以下の訪問診療患者数（R6年7月の1か月間）

介護保険施設

年齢別患者数

訪問診療を実施している患者の居所

自宅

高齢者向け住居等

特別養護老人ホーム

在宅看取り患者数（R5年.4月～R6年.3月末までの1年間）

在宅看取り患者数(人)

うち、在宅ターミナルケア加算の算定件数（件）

在宅看取り患者を看取った場所

自宅

高齢者向け住居等



５-2　人工呼吸器患者数及び医師の働き方改革に伴う影響（実数）

単位：施設

在医総管 在支診 在支病 合計

7 73 12 92

15 87 10 112

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

30 620 58 708

5 161 7 173

0 67 5 72

16.7% 26.0% 12.1% 24.4%

0.0% 10.8% 8.6% 10.2%

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

10 328 39 377

2 132 7 141

0 49 5 54

単位：人

在医総管 在支診 在支病 合計

20 292 19 331

3 29 0 32

0 18 0 18

単位：人

気管切開 24H鼻マスク 合計 全体に占める割合

193 147 340 48.0%

1 3 4 0.6%

18 5 23 3.2%

60 96 156 22.0%

17 29 46 6.5%

3 0 3 0.4%

41 23 64 9.0%

12 4 16 2.3%

6 7 13 1.8%

14 1 15 2.1%

3 9 12 1.7%

1 2 3 0.4%

8 5 13 1.8%

377 331 708 -

在医総管 在支診 在支病 合計

284 741 123 1148

8 26 5 39

230 633 114 977

35 61 1 97

11 21 3 35

2.8% 3.5% 4.1% 3.4%

81.0% 85.4% 92.7% 85.1%

12.3% 8.2% 0.8% 8.4%

3.9% 2.8% 2.4% 3.0%

281 739 123 1143

3 0 0 3

4 9 1 14

225 605 115 945

39 93 4 136

5 19 0 24

5 13 3 21

1.1% 0.0% 0.0% 0.3%

1.4% 1.2% 0.8% 1.2%

80.1% 81.9% 93.5% 82.7%

13.9% 12.6% 3.3% 11.9%

1.8% 2.6% 0.0% 2.1%

1.8% 1.8% 2.4% 1.8%　⑥その他の割合

　②やや容易になったの割合

　③これまで通りの割合

　④やや困難になったの割合

　⑤困難になった

　⑥その他

　⑤困難になったの割合

　➀容易になったの割合

後方支援病院等への搬送の影響について(回答数）

　➀容易になった

　②やや容易になった

　③これまで通り

　④やや困難になった

　④その他の割合

京築

合計

医師の働き方改革に改革施行に伴う影響

自院の在宅医療提供体制への影響について(回答数）

　➀拡大

　②維持

　③縮小

　④その他

　➀拡大の割合

　②維持の割合

　③縮小の割合

田川

福岡・糸島

粕屋

宗像

北九州

筑紫

朝倉

久留米

八女・筑後

有明

飯塚

直方・鞍手

在宅人工呼吸器使用患者数（二次保健医療圏別人数）

　うち、移行期患者の数

　➀に占める小児患者の割合

　➀に占める移行期患者の割合

在宅人工呼吸器使用患者数（うち気管切開）

気管切開による人工呼吸器患者総数

　うち小児（19歳以下）の患者数

　うち移行期患者の数

在宅人工呼吸器使用患者数（うち２４時間鼻マスク）

24時間鼻マスクの人工呼吸器患者総数

　うち小児（19歳以下）の患者数

　うち移行期患者の数

　うち、小児（19歳以下）の患者数

在宅人工呼吸器使用患者へ訪問している医療機関数

気管切開による人工呼吸器患者

２４時間鼻マスクの人工呼吸器患

在宅人工呼吸器使用患者数（合計値）

在宅人工呼吸器患者総数…➀


